
○　本校の概要 令和7年3月12日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

１：
A
40％

Ｄ

4

5Ｂ

Ｃ

Ａ 保護者アンケートで
「元気に登校し、楽しい
学校生活を送ってい
た」と回答した保護者
の割合

Ｂ 生徒アンケートで「先
生は健康な生活を送る
ための指導をしている」
と回答した生徒の割合
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標
１
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し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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・外国人指導員が常時３名いるという環境は、とて
も大きいと思う。
・体育の授業が男女一緒になったことで、生徒が生
き生きしてきた。
・様々な課題がある中で、学校は十分対応してい
る。
・学校の実践をもっと伝える工夫が必要。
・おおた教育推進校に指定されたことは大きい。

・先生たちは、よくがんばっている。
・学習教室を、もっと活用できないか。
・作品展をみたが、誤字、脱字が気になった。
・学習教室は今後も継続させたい。
・新聞は学年が進むにつれ、とても上手になった。

・羽田中学校の給食は、とても充実しているので、
今後も継続してもらいたい。
・体育祭はこどもたちが生き生きと活躍している姿
が見られ素晴らしい。
・羽田中の給食は評判がいい。

Ａ 保護者アンケートで
「将来のために必要な
力を育てている」と回答
した保護者の割合

Ｂ 生徒アンケートで「ど
のような生徒を育てた
いか知っている」と回答
した生徒の割合

C 「ICTの活用状況に
係る調査」において、
「できる＋まぁまぁでき
る」と回答した生徒の割
合

４：
Ａ
80％
以上
Ｂ
70％
以上
Ｃ
70％
以上

３：
Ａ
60％
以上
Ｂ
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60％
以上

２：
Ａ
40％
以上
Ｂ
30％
以上
Ｃ
50％
以上

１：
Ａ
40％
未満
Ｂ
30％
未満
Ｃ
50％
未満

４：
A
80％
以上
B
80%
以上
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Ｄ

Ａ

Ｂ

3

・外国語指導員を活用し、コミュニ
ケーション能力の育成を図った。指導
員の持ち味を生かし、外国語によるコ
ミュニケーションの楽しさを実感させ
た。
・運動量を確保しながらも、男女混合
授業において、運動の楽しさ、技術の
向上を図る授業に取り組んだ。
・保護者アンケートにおいては、「将来
のために必要な力を育てている」と回
答した保護者の割合は７５．０％であ
り前年度より５．０％低下したが引き
続き高い評価を得ている。また、「教
育目標や指導方針を明確に示してい
る」も１３．０％減少し、７２．１％となっ
た。過年度に比べ、学校での実践が
保護者には伝わりにくかったと思わ
れる。
・生徒の「どのような生徒を育てたい
か知っている」への回答は、８．９％
増加し、６７．５％であった。生徒へ
も、学校のビジョンがしっかり伝わっ
ていると思われる。

・教員が生徒一人一人の学習状況を
よくつかんでおり、寄り添って指導を
することで生徒の意欲向上につなげ
ている。
・特別支援への理解が深まり、生徒
の特性に応じた指導も進んでいる。
・学習カルテによる指導により、自己
の学習状況の理解を深めた。
・また、学習方法の指導を全校で行う
ことで、より効果的な学習を行うこと
ができた。
・学習教室は、生徒自身が必要性を
感じて参加している。土曜学習教室
は、毎回20名以上の参加をえてい
る。
・授業改善プランは全教員が関わり
作成している。全教員がおおむね授
業に生かすことができていると回答し
ている。
・ＮＩＥを取り入れた指導は、新聞作成
による表現力等の育成に大きな成果
がある。また、今年度も授業において
スクラップ学習を行った。社会的な関
心が高まり、意欲の向上につながっ
た。生徒からは区の優秀賞を獲得し
た生徒が出た。
・「ティームティーチング、少人数指
導、補習教室などを実施し、生徒一
人ひとりの学力を伸長しようとしてい
た」と回答した保護者の割合は、７０．
６％であった。また、生徒の回答は７
８．３％であった。いずれも、「よくわか
らない」を除くと８０％以上であり高い
評価を得ていると考える。

3

・「早寝・早起き・朝ごはん」運動に、
学校として取り組んだ。習慣化するこ
とを意識して取り組んだ。
・栄養士による食育の指導や、毎日
の給食を通しての食育を活発に行う
ことができた。
・保護者アンケートで「元気に登校し、
楽しい学校生活を送っていた」に肯定
的に回答した保護者の割合は７７．
９％であり、昨年度と同様である。ま
た、生徒の「生徒は、元気に登校し、
楽しい学校生活を送っている」の回答
も、８６．０％であり昨年度と同様であ
る。体育祭・文化祭をほぼ例年通り
行ったことが影響している。また、「健
康な生活を送るための指導をしてい
る」に肯定的に回答した生徒の割合
は８８．３％で昨年度と同様である。
・給食への肯定的評価は生徒９６．
２％、保護者８０．９％であり、非常に
高い。栄養士を中心とした取り組みが
成果をあげているとともに、保護者が
学校に肯定的な目で見るようになった
ことがうかがえる。

3

２：
A
40％
以上
B
40%
以上

１：
A
40％
未満
B
40%
未満

４：
A
90％
以上
B
80%
以上

成果
評価

令和６年度　大田区立羽田中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

　本校は大田区の東部に位置する羽田と東糀谷の２つの地域を校区に抱え、通常学級６学級と特別支援学級２学級の生徒１９９名が通学している。どちらの地域も町会、自治会のまとまりが強く、生徒は地域行事への参加や協力を通して、郷土愛を深め自尊感情を高めている。学校経営の基本方
針は「豊かな心と主体性を育む教育の推進」「学力向上・体力向上のための取組の推進」「地域と共に子どもを育てる教育の推進」の三本柱であり、外部の人材を積極的に活用し、基礎学力の向上や体力運動能力の向上に向けての取組を推進している。学習面や生活面の課題も多いが、校区の小
学校と連携し、改善に向けての努力をしている。特別支援学級は持久走と和楽器の演奏に力を入れ、生徒を積極的に校外に出すことにより、自信をつけさせている。校長の掲げるスローガン「一人一人が自分の夢を実現させるために日々努力し続けていける学校」のもと、教職員、保護者、地域が
連携し、生徒の「豊かな心」「あきらめずに努力する姿勢」「他と協調し最善をつくす実践力」を伸ばす取組を推進している。

5

学校関係者記入欄

2

7

Ｃ

３：
A
60％
以上
B
60%
以上

目標に対する成果指標

4

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

2

3

2

3

3

Ｄ
④地域社会の特徴や課題を理解し、地域
の一員として誇りをもち、役割を果たそうと
する態度の育成を図っている。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

3

Ａ 保護者アンケートで
「ティームティーチング、
少人数指導、補習教室
などを実施し、生徒一
人ひとりの学力を伸長
しようとしていた」と回
答した保護者の割合

Ｂ 生徒アンケートで
「ティームティーチング、
少人数指導、補習教室
などの取り組みは、生
徒の学力を伸ばすため
に役にたっている」と回
答した生徒の割合

取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

2

④学級・学年・学校など生徒自らが所属す
る集団の課題を主体的に検討し、より望ま
しい集団を創造する態度の育成を図って
いる。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3

3

３：
A
70％
以上
B
60%
以上

3

２：
A
50％
以上
B
40%
以上



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

・学校支援本部は、学校とさらに密に連携をとり、
応援していきたい。
・ボランティアの活動方針等を今度検討する余地
がある。
・学校メールで特別授業など案内してもらっている
ので、行けるときは行っている。

・生徒がもっと地域の行事に参加できるようにした
い。
・羽田空港の利用等は、声をかけてくれれば協力
する。
・生徒・家庭が困ったときは、いつでも協力する。

・クラスによっては課題が感じられるクラスがある。
・毎晩遅くまで明かりがついている。先生方ご苦労
様。

・授業公開における保護者アンケート
において９０％が「わかりやすい授業
をしていた」という質問に肯定的な回
答がされている。
・支援委員会及び、ＳＲ委員会を週１
回定期的に行い、不登校・いじめの
チーム支援をした。また、その背景で
ある特別支援の指導をすすめること
ができた。個々の特性に応じた支援
がすすみ、ＳＲに入級する生徒が増
えた。
・「授業をわかりやすくするために、
様々な工夫をしている」というアン
ケートに肯定的に回答した生徒は８
８．３％、保護者は７０．６％であった。
・いじめへの対応も向上しており、安
心安全な教育環境がつくられている。

3

・とまり木は効果的であると思う。
・いじめは大きな問題だが、羽田中はしっかりと対
応できている。
・不登校の生徒が多いのは気になる。

・組織的に生活指導に取り組むことがで
きた。ほぼすべての生徒が予鈴で登校
し、自然に規律を守る状態となってい
る。
・道徳の授業はＩＣＴを用いた対話的な
授業が日常的に行われるようになった。
・学校生活調査、ＱＵの結果を用いて、
生徒への対応を着実に行った。不安傾
向が強い生徒が多く、不登校やメンタル
面で課題の行動の要因となっている。
〝とまり木〟（別室指導）を設けている
ことで、教員の早期対応の意識があ
がっている。また、具体的な支援を行う
ことができるようになっている。
・学校での問題行動のケース会議を行
う事案が今年度はなかった。個別に、児
童委員に見守りをお願いする事例が複
数あった。
・メンタル面での課題を持つ生徒への対
応のための個別ケース会議を多く行っ
た。学年・ＳＣ・ＳＲ・部活動などの連携
により、課題が改善した事例が生じた。
・「いじめや不登校の課題に、きちんと
対応していた」の項目への肯定的な回
答をした保護者の割合は、５７．３％と
０．２％減少したが、「わからない・無回
答」を除いた回答の中での肯定的回答
の割合は非常に高くなった。今年度も、
学校での取組が保護者から見える状態
となり保護者からは評価されている。し
かし、不登校生徒は、未だ１０％を超え
る状況であり、予防的な指導がさらに必
要とされる。
・生徒アンケートでの「いじめや不登校
の課題に、きちんと対応していた」に肯
定的に回答した生徒の割合は、７８．
３％であり、昨年度より１．３％上昇し
た。学校の取組が見えるようになったと
思われる。

3

Ｂ 4

Ｂ 5

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

Ａ 4

Ｂ

Ｄ

・ホームページは、ＩＣＴサポーターや
経営支援部を活用し、学期に２～３回
更新することができた。
・地域連絡協議会は、学校をみてい
ただく取組を増やし、情報を提供して
いる。
・学校支援地域本部とは密接な連携
がとれている。学習指導、マナー教
室、特別支援級への書写指導など多
くの事業を継続実施できた。また、今
年度も、２年生の薬物乱用防止教室
を、学校地域支援本部を仲介して法
務省（鑑別所）の心理技官にしていた
だいた。
・体育祭、文化祭、学校公開などでき
る限り、保護者が参観できるようにし
た。
・ボランティアが復活したが、参加す
る生徒数が少なかった。意義・必要性
などを次年度以降、再度指導していく
必要がある。

Ａ 保護者アンケートで
「わかりやすい授業を
実施するために、様々
な工夫をしていた」と回
答した保護者の割合

Ｂ 生徒アンケートで「授
業をわかりやすくする
ために、様々な工夫を
している」と回答した生

徒の割合
２：
A
40％
以上
B
50%
以上

１：
A
40％
未満
B
50%
未満

Ａ 保護者アンケートで
「いじめや不登校の課
題に、きちんと対応して
いた」と回答した保護者
の割合

Ｂ 不登校生徒の割合

４：
A
80％
以上
B
１％
低下

１：
40％
未満
B
0.5％
以上
上昇

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

４：
A
80％
以上
B
90%
以上

Ａ 保護者アンケートで
「開かれた学校づくりを
していた」と回答した保
護者の割合

Ｂ 生徒アンケートで「ボ
ランティアで地域の行
事などに意欲的に参加
している」と回答した保
護者の割合

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：
A
40％
以上
B
昨年
度と
同程
度

３：
A
60％
以上
B
0.5％
以上
低下

３：
A
60％
以上
B
70%
以上

４：
A
70％
以上
B
70%
以上

Ｃ

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

3

２：
A
30％
以上
B
30%
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

１：
A
30％
未満
B
30%
未満

Ａ 保護者アンケートで
「学校は、地域の力（保
護者以外）を子供たち
の教育活動に活かして
いた」と回答した保護者

の割合

Ｂ 生徒アンケートで「羽
田中は、他の学校には
ない特徴をもった自慢
できる学校だと思う」と
回答した生徒の割合

3

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

3

2

3

3

Ａ 4

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

3

保護者アンケートで「学校は、地域の
力（保護者以外）を子供たちの教育活
動に活かしていた」と回答した保護者
の割合は、５７．４％であった。地域と
して応援していただける方が多いにも
かかわらず、まだ活かされていないの
で、今後も継続してお願いしていく。
生徒アンケートで「羽田中は、他の学
校にはない特徴をもった自慢できる
学校だと思う」と回答した生徒の割合
は、７６％ある。今後は、羽田空港な
どの周辺施設とも連携しながら、地域
性を活かした活動を取り入れていく。

Ｄ

Ｃ

Ｃ

5

3

３：
A
50％
以上
B
50%
以上

5

Ｂ 4

Ｄ

Ａ

3

2

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

Ｃ

４：
A
90％
以上
B
70%
以上

３：
A
70％
以上
B
50%
以上

２：
A
50％
以上
B
30%

3

１：
A
50％
未満
B
30%
未満

Ｄ

Ａ 5

3


